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Ａ問題 

 

問題 １ 登録ダクト基幹技能者に求められる能力に関する次の記述のうち、最も適当 

なものはどれか。  

 

（１）品質管理に係る基本的な知識を有し、総合工程表を作成する能力 

（２）安全管理に係る基本的な知識を有し、作業手順書を作成する能力 

（３）施工計画を策定し、施工計画書を作成する能力 

（４）最新技術を活用し、設計管理を行う能力 

 

問題 ２ 管工事の主任技術者の資格に関する次の記述のうち、最も不適当なものは  

どれか。  

 

（１）１級または２級建築板金技能士（ダクト板金作業）の資格を有している。 

（２）１級または２級管工事施工管理技士の資格を有している。 

（３）職長としての実務経験を２年有し、ダクト施工の実務経験が 10 年ある。 

（４）高等学校の普通科を卒業後、ダクト施工の実務経験が 10 年ある。 

 

問題 ３ 仮設計画に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）作業床高が５m 以上の足場の組立て・解体には作業指揮者が必要である。 

（２）作業詰所の広さは、設置可能な面積で決定する。 

（３）ロングリフト等の積載許容荷重、寸法を事前に調べる。 

（４）電動工具は、持ち込み時のみ絶縁抵抗試験を行う。 

 

問題 ４ 工程計画及び工法計画に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）作業工程計画作成のねらいは、積算・原価管理計画、仮設計画に反映させる 

ことである。 

（２）採用する工法は、変更対応ができるよう工事着手の直前に計画を立てる。 

（３）工程計画は、工事範囲における設備の部分完成、部分使用の制約を受けない。

（４）工法の決定においては、抽出したポイントを検討し、設計図、仕様書によって 

   具体的な計画にする。 
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問題 ５ 工程・原価・品質に関する次の図中、   に入る語句の組み合わせ  

     のうち、最も適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）   （ロ）   （ハ） 

（１）  原価    工程    品質 

（２） 品質     原価    工程 

（３） 原価    品質    工程 

（４） 品質    工程    原価              

 

問題 ６ 工程管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）工程管理が悪いと工程遅れが生じ、予定外の応援作業員による施工が増え、 

竣工後に施工不良クレームの多発につながる恐れがある。 

（２）ガントチャート工程表では、各作業の達成度が全体の工程にどのように影響  

するかが明確に示される。  

（３）ネットワーク工程表は、各工事の施工順序がわかり、作業の前後関係も  

バーチャート工程表よりわかりやすい。  

（４）バーチャート工程表は、作業項目が少なく、作業の流れが複雑でない工事には  

便利である。  
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問題 ７ 下記ネットワーク工程表に関する次の文章中、    に入る語句の組合せ 

として最も適当なものはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

この工程表のクリティカルパスの所要日数は  （イ） であり、作業工程①→

②→③→⑤→④→⑥→⑦におけるフロート(余裕)は （ロ） となる。 

 

（イ）  （ロ） 

（１）   ２８日   ５日 

（２）   ２５日   ８日 

（３）   ２５日   ５日 

（４）   ２８日   ８日 

 

問題 ８ 工程打合せに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）工程打合せの目的は、混在作業による事故・労働災害・工事の不具合等の 

発生を防ぐことである。 

（２）下請業者として作業計画や作業手順を考え、予想される問題点を把握しておく 

が、対策についての提案は準備せず、元請の指示に従う。  

（３）工程打合せで、元請の指示に不適切な点等があれば、下請業者としての意見や  

要望を積極的に発言することが大切である。  

（４）職長・安全衛生責任者は、工程打合せの結果、自社でその実施を担当する  

ことに決定した事項については、実施漏れがないように管理する。  
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問題 ９ 品質管理に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）発注者の指示が不適当であると知らずに施工しても、欠陥が生じた場合は 

施工者の責任が問われる。 

（２）品質に関する妥協を排除する姿勢は、結果として周りの者の信頼を得ること 

もあるが、現場をうまく納めるためには適度な妥協が必要である。 

（３）品質管理は、管理者や監督に任せておくのではなく、関係するもの全員が 

積極的に参加することが重要である。 

（４）品質のＩＳＯ１４０００シリーズは、日常管理との整合が求められたことに 

より顧客満足度の向上をもたらす為の規格へ進化している。 

 

問題 10 ダクト工事に品質管理を導入した場合の効果に関する記述として、最も 

不適当なものはどれか。 

 

（１）ダクト施工に関連する新しい問題点や改善方法が見つけやすくなる。 

（２）施工品質が向上し、不具合やクレームが減少する。 

（３）品質管理のための手間が掛かり、トータルとしてのコストが上がる。 

（４）関係者の信頼が得られ、関連工事との調整がしやすくなる。 

 

問題 11 作業員の管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）作業内容によって、必要な各種免許を保有しているか調査する。 

（２）作業能力や技能程度を調査して、必要な作業員を確保する。 

（３）作業員の個人特性は、法定教育、法定資格、技能、健康度である。 

（４）労務計画では、その作業量に必要な作業員を余裕を持って確保する。 

 

問題 12 資材管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）工事を順調に進めるために、資材の搬入時期を検討した。 

（２）元請から指定されている資材について、納期を確認した。 

（３）元請からの支給資材について、数量や納期を確認した。 

（４）使用される資材の概要について、施工図および施工計画書の内容を確認した。 
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問題 13 積算と原価管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）原価管理を行うには、残工事量と予算残額を常に把握しておく必要がある。 

（２）実行予算書の作成は、現場の立地条件や施工方法等を考慮する必要がある。 

（３）工事原価は、材料費・機器売却費・動力費・労務費・運搬費等が含まれる。 

（４）積算では、設計図書から所要資材や労務費その他を過不足なく拾い出して 

見積書を作成する。 

 

問題 14 ＶＥに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）ＶＥ提案は、施工者にとって価値向上となる提案ではない。 

（２）ＶＥ検討で大切なことは、要求される機能（はたらき）を確実に確保する 

ことである。 

（３）必要な機能を低下させる提案は、ＶＥ提案には該当しない。 

（４）コストアップにつながるものは、ＶＥ提案ではない。 

 

問題 15 安全衛生責任者の職務として、最も適当なものはどれか。  

 

（１）関係請負業者の安全衛生教育に対する指導及び援助を行う。  

（２）混在作業によって生ずる労働災害に係る危険の有無の確認を行う。  

（３）元方安全衛生管理者へ管理・指導を行う。  

（４）作業方法と労働者の配置決定及び作業状況の監視を行う。  

 

問題 16 作業所安全衛生管理計画に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。 

 

（１）ＰＤＣＡサイクルとは、安全施工サイクルのことである。 

（２）作業所安全衛生管理計画の作成に当たり、会社方針より現場方針を優先する。 

（３）ＫＹ（危険予知）活動とリスクアセスメントは、別のことである。 

（４）リスクアセスメントの実施は、作業内容に詳しい職長が行うことが望ましい。 
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問題 17 作業手順書に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）作業手順書は、仕事をよく知っている職長・安全衛生責任者が中心となって、 

作業員の意見を聞きながら作成する。 

（２）作業手順書は、どの現場でも「基準通り」同じ結果が得られるものである。 

（３）作業手順書は、新入社員や未熟練工に仕事を「安全で、正確に、早く」教える  

ために必要な教材である。 

（４）作業手順書は、理想的な作業の順序と急所（カン、コツ、安全のポイント）に 

よって組み立てられる。 

 

問題 18  次のうち、排煙用防火ダンパ（ＨＦＤ）の温度ヒューズ作動温度として、 

最も適当なものはどれか。  

 

（１）２８０℃ 

（２）１６０℃ 

（３）１２０℃ 

（４）７２℃ 

 

問題 19 次のうち、ダクト用「はぜ」でないものはどれか。  

 

（１）ピッツバーグはぜ  

（２）ボタンパンチはぜ  

（３）共板はぜ  

（４）内部甲はぜ 

 

問題 20 材料と工法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）ダクトを工事現場で組み立てることで、鉄板素材をかなりの重量分運ぶことが 

出来る。 

（２）亜鉛を主成分とした高耐食性めっき鋼板が開発され、環境によっては 

ガルバリウムより優れている材料もある。 

（３）性能・価格・施工性など総合的判断の上、材料や工法を検討する。 

（４）亜鉛鉄板をマグネシウムめっき鋼板に変えることにより、板厚を薄くする 

ことができる。 
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問題 21 環境負荷の低減に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）環境負荷の低減は、環境保全上支障のおそれのある要因を減らすことである。 

（２）環境負荷の少ない材料(エコマテリアル)の採用に努める。 

（３）地域生態系の保護育成には、地形の改変を伴う建物配置や緑化率を高めること

が有効である。 

（４）保守点検・将来用設備更新スペース等の機能的ゆとりを確保し、建物の長寿命

化に努める。 

 

問題 22 生産性向上技術に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。 

 

（１）３Ⅾスキャナーは、完成図や竣工図のないリニューアル工事における現場調査

の労力が大幅に削減できるツールである。 

（２）電子小黒板を導入する一番のメリットは、安全管理を向上させて労働災害を減

らすことである。 

（３）ＢＩＭとは、コンピューター上に作成した３次元形状情報に加え、建築物の属

性情報を併せ持つ建築情報モデルを構築するシステムである。 

（４）ＢＩＭの活用により、建物のライフサイクルを通じた情報利用が可能となる。 

 

問題 23 ＯＪＴに関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）ＯＪＴには、社員教育の一環としての集合教育は含まれない。 

（２）ＯＪＴは、社員教育の一環なので職場のコミュニケーションの活性化には  

つながらない。  

（３）ＯＪＴは、会社の社員教育の一環として、全員に同じことを教えることが  

重要である。  

（４）ＯＪＴは、仕事に直接関係する実務的教育なので、職場の知識や技能等の  

伝承には適さない。  
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問題 24 ＯＪＴの指導方法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。  

 

（１）リーダーは、部下がやったことに対してほめる必要はなく、失敗したら叱る  

ことが重要である。  

（２）リーダーは、部下にやる気を高めるため動機付けを図るべきである。  

（３）リーダーは、部下一人ひとりの育成に必要な点を明確に示すことが重要で  

ある。  

（４）リーダーは、教育項目についてどのような指導・教育を行うか、個人別に  

計画表を作成する必要がある。  

 

問題 25 ＯＪＴの進め方に関する次の記述のうち、最も適当なものはどれか。  

 

（１）ＯＪＴで、教育指導をする場合に重要なことは、簡単な仕事を継続して  

行わせることである。  

（２）ＯＪＴを進める上で重要なポイントは、部下の能力に関係なく、できるだけ  

多くのことを教育することである。  

（３）ＯＪＴを進める上での教育訓練計画は、対象者によって異ならないように  

全社で統一したものとする。  

（４）ＯＪＴを進める上で、教育目標を設定・計画するには、当面、中期、長期と  

段階的な目標を掲げる。  

 

問題 26 建設業法に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。 

 

（１）主任技術者及び監理技術者は、建設工事の施工計画の作成、工程管理、品質管 

理その他の技術上の管理などの職務を誠実に行わなければならない。 

（２）元請業者の主任技術者が、下請負業者の主任技術者の職務を行うことが可能で 

ある場合、工事種別に関わりなく下請負業者の主任技術者の設置を省略する 

ことができる。 

（３）特定建設業者は、元請となって4,500万円以上（建築一式工事では8,000万円 

以上）を下請に出す場合、監理技術者を置かなければならない。 

（４）公共工事において、建設業者は、正当な理由があればその請け負った建設工事 

を一括して他人に請け負わせることができる。 
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問題 27 労働安全衛生法に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。 

 

（１）高所作業車の運転者は、運転位置から離れるときはどのような場合でも、 

作業床を最低降下位置に置き、ブレーキを確実にかける必要がある。 

（２）吊り上げ荷重が0.5トン未満の移動式クレーンの運転は、免許の取得、 

技能講習および特別教育の修了は必要ない。 

（３）下請負人でその仕事を自ら行うものは、安全衛生責任者を選任し、安全 

管理や統括安全衛生責任者との連絡等を行わせる必要がある。 

（４）事業者は、労働者をピット内で作業を行わせる場合は、空気中の酸素濃度 

を18％以上に保つ換気をする必要がある。 

 

問題 28 建築基準法に基づく防火（施行令１０９条）に関する次の文章中、   

に入る語句の組み合わせとして正しいものはどれか。 

 

隣地境界線、道路中心線又は同一敷地内における２以上の建築物相互の外壁間

の中心線から、１階では  （イ） メートル以下、２階以上では  （ロ） メ

ートル以下の距離にあるものと建物の開口部とを遮る外壁、そで壁、塀その他

これらに類するもの（  （ハ） ミリメートル以上の厚さの鉄板、ＦＤ等）

は、防火設備とみなされる。 

 

（イ）    （ロ）   （ハ） 

(１）  ５     ３    １．５ 

（２）  ３     ５    １．６ 

（３）  ５     ３    １．６ 

（４）  ３     ５    １．５ 
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Ｂ問題 

 

問題 あなたが経験したダクト工事において、次の設問について解答用紙に具体的に 

   述べなさい。 

  

１． 実施した現場名を記入しなさい。  

 

 

２．  実施した工夫について  

 

（１） 実施した工夫を次の中から一つ選び、〇印を記入しなさい。  

 

         ・安全管理上の工夫     ・工期短縮の工夫  

    

（２） なぜその工夫を選んだのか理由を記述しなさい。  

 

 

 

３．  実施した工夫（選択した項目）の具体的内容と得られた効果について 80 文字 

以内で記述しなさい。  

 


